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1 .人口関係データの収集

1981・1983年にわた忍ドンデーシ村での諸調査の中で、人口に関連するデータは、以

下の三つの謂査に含まれている．第一は、 1981年に行なわれた全戸調査である。第二は、

1983年後半立行なわれた結婚経験女性全員の面接調査である。第三は、同じく 1983年に

行なわれた家族史調査である。これら三つのデータ源をそれぞれ「全戸調査」、 r母親
調査J、 r家族史調査Jと呼ぶこととする。

企互選査

全戸調査質問表の QI寸から Ql・7では、主に人口に関する事柄を聴いている［印刷i

~1983. Appendix E］。それらでは、世帯構成員それぞれの性別、年齢、世帯主と

の続柄、既婚未婚の別、出生地など社会学的調査に当窓の基本事項が含まれている。こ

の全戸調査記おけ石人口関係事項は、それだけにとどまらない。世帯主とその配信者の

結婚歴、それぞれの以前の結婚による子供の数も含まれる。また、世帯主の両親、きょ

うだいについても、性別、出生地、生死、それに生存の場合は、年齢、既婚未婚の別、

現住地を尋ねている。

このように全戸調査は、通常の社会学的調査以上の人口関連事項を含んでいる。にもか

かわるず、当初から人口調査としてデザインされた質問票ではないので、人口学の立場

からみれば欠院をもっ。まず、死亡した子供についての情報がない。これは、死亡に闘

す忍諸指標の推定をほとんど不可能にする。以前の結婚によ忍子供の数は分かつている

が、その年齢は不明である。世帯主とその配偶者の結婚歴は尋ねられているが、世帯主

でない既婚者についてはそうでない。これでは出生状況の推定も罷めて不完全なもの立

ならざるをえない。出生地が村外である者の入村年、離村者の醗村年、再入村年などが

知るれていないので、人口移動を正確に再現するとともできない。

全戸調査の人口学的欠陥は、ミッシシグデータに関する点ばかりではない。人口学的調

査にあっては当然払われるべき注意、例えば、乳幼児の死亡の見落としに対する注意が

払われていない。これらの欠陥にもかかわらず、全戸調査は人口データ収集の貴重な出

発点となった。以下記述べる母親調査や家族史調査は、全戸謂査を補完するもむである＠

これらの謂査による矯報誌、全戸謂査なかりせば、乙れだけの時間と労力とではおそら

く収集不可能であったろう。
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1983年 9月から12月にかけて、在討するすべての結婚経験女性を対象として面接調査を

行なった．その総数は、 235人であった。質問は、結婚歴、すべての出産、死産、涜産、

堕胎、避妊具の使用経験を含んでいる。死亡した子供については、死亡年齢、死因につ

いて質問した。面接した 235人の母親は、合計 865人の子供を生んでいる。したがって

母親讃査は、 2組のデータセットからなるといえる。ひとつは、母親密身に関するもの

であり、これは出産力の推定に用いられた。このデータを r母親データ』と呼ぶことと
する。一方、子供に関する方を『子供データJと呼ぶこととし、これは死亡状況の推定

に用いられた。

母親データが、かつて在村したが現在は死亡または離村した者を含まないのは当然であ

る。逆に、とのデータに含まれる母親の幾人かは、村外での出産経験をもっ。したがっ

て、母親データ託基づく出産力の推定値は、いかなる期聞をとっても、また、いかなる

コーホートをとっても、ドンデーン村で実際に生起した出産現象に正確に対応するもの

ではない．しかしながら、不在者の出産経験に関する情報の収集の困難さとその信頼性

の低さを考慮すると、在村者との面接による母親データが、この村の出産、死亡率の変

還を知苓上でもっとも良い推定範を与えうるものと考えられる。

霊能!;ti認容

全戸調査と母親調査の結果によってだけでも、家族史の相当部分の再構成が可能である。

この再調査記よって、かつて在討したことが知られているが死亡、離村した者の存在が

相当部分明らかになった。これは、近親者が在村している場合が多いからである。問題

は、子主義を残さなかった者の場合および親接集団が近親者を村に残さずに移住した場合

である。このような場合のチェックの意味で、家系図の作成が有効な手段である。

キリスト教箆Eζおいては、村落人口の家系図は、小教区の教会に保存されている読礼、

結婚、葬笛の記録から箆構成されることもあるが、ドンデーン村の場合、それにあたる

ような信頼性のある記録がない＠家系図は、主に村の長老達の記憶に頼って作成されだ。

幸い水野語査院よって1964-5年当時の在村者の個人名、家屋の所有者名とその配置が知

られているので、記護老チェックずることができた。また、およそ 60年前の水田所有

者図を長老逮が作成することができたので、それ以後の水田の相続、売買を逐一追跡す

ることによっても遺漏を長少にす高ことができたと考えている。

以上のような寵慮にもかかわらず、家族史データは、人口学的記ほあまり記も信頼性が F

なきすぎると怠われる。その主な理由は、乳幼児死亡者数の把握が極めて不十分であ忍

ことにある。このデータを経済活動入口とみても、なお、時期別の各家族の構成員数の

累計をもって材全体の人口とするには危険が大きすぎると考えられる。累計によって全

体の人口を再構成しようとするよりも、各家族あ忍いは現族集団毎tt土地所有との対比

を行ない、人口／土地比の観点から分析を試みることが今後の諜題であると考える。
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2.人口稼成

1981年の全戸調査では、現住人口 901人、 1'76世帯となってい石［Fukt』i皇主主ι1983.

Tables V-2, V-3〕。水野は、 1964年に 810入、 132世帯を数えてい毒。 17年間

に、人口数で 11パーセント、世帯数で 33パーセントの増加である。この期間の年平

均人口増加率は、 0.65バーセントに過ぎない。この比較的低い人口増加率の原因と結

果は、十分按討されるべきである。人口増加率に較べて世帯数のそれが大きいことは、

平均世帯構成員数が少なくなった乙とを意味する。水野調査時は平均 6.i4人であった

ものが、 1981年には 5.12人になっている。乙の世帯規摸の箔小は、単に子供の数の減

少によるものではなく、拡大家按の核家按化をも原因としていると思われる。したがっ

て、その原因とそれが意味するものは、社会学的に興味のおおところであろう。

ここに述べる人口調査にあっては、基準時を 1982年末とする。この時点での現住人口

は、男性 424入、女性 476人、合計 900人であった。その年齢構成を図1に示す。図で

明らかなように、人口ピラ．ミッドの表面の回出が激しい。また、あ石年齢層では男女の

比が釣り合っていない。これらは、小人口を対象とする隈り避けられないことである。

それにもかかわらず、最近 10年間立おける出生撃の領下がこの図からだけでもうかが

われる。

3.死亡率

死亡率の推定は、 「子供データJに基づいてなされた。ずなはち、 1983年に面接した

235人の在村結婚経駿女性がそれまでに出産した 865人の子供を母集団として計算され

た．データの概要を表1に示す。 865人の子供の内の最年長者は、 1923年に生まれてい

る。 1923年かrb1982年末までの間に 865人中の11.3人が死亡している。時間を遡るほ

ど絶対数が減少する。それに従ってランダムな変動による効果が大きくなる。したがっ

て、ある年以前は、分析が謹めて悶難となるであろうと思われ答。このような母集団を

対象として、 Howeけがアフリカのクング族の人口動態分野［HowelI 1979 Jに用いたと
ほぼ同じ手法によって、死亡に廃する分析を行なった。

表2に、 r子供データ」に含まれる全員について、最年長者の出生(1923年〉以来
1982年末までの全期間を対象とした生命表を示す。表中第3・列の（B）項は、 1982年末
現在 X議である生存者と、彼らと同年で X議で死亡した者の合計数である。生存者の肉

の何人が X盆の終わりまで生き廷．び忍かが不明であるから、 (B）墳を差し引いた人数

をもとに諮問数を計算した。ここに l(x）の値は、 x議程遠した生存者の割合を意味す

る。サンプルの絶対数が少ないことと、対怠が生存してい忍母親の子供に隈られている

というザンプルの性格から、ある年齢以上の死亡数が謹錯記少なくなる。 10護老超え
る年齢階級における死亡率計算辻、意味がないと考えられ忍のでv以降の分析では10怠
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未満のみを取り扱う。

期聞を 10年に限り、期首を 1923年から1973年まで隔にずらせながら、それぞれの

10年聞について生命表を作成し、 !9 5, 10議時における生事率を求めた。それらを図

2に示す..1950年代以降の 10年聞については、生存率は時間とともに高くなるが、 19

40年以前では乱高下が激しく、 1940年から 1950年記始まる 10年間ではそれ以降より

生存率が高い。初賂の乱高下は、小サンプJL・によるランダム変動のためと思われる。中

間期の高い生存率は、乳幼児死亡の見過ごしかランダム変動効果のいずれか、あるいは

両方に原因すると考えられる。いずれにせよ一応信頼できそうなデータは、 30年間に

隈られる。以上の理由により、今後は 1953年以降についての 10議未満の死亡率のみ

を考慮することとする。

最近の 30年間を前後 15年間に2分し、それぞれについて 10議時までの生命表関数

を求め、表3に示した。また、それらの生存率芯 Coak-Dem~my のモデル生命表［Coal

e and De閣eny.1966］中の”Hodel North持シリーズの男支の平均濯にあてはめたもの

を函3に示した。最近の 15年間に関心ては、第20水準はよ〈フィットする。この水準

の0嵩平均余命（平均寿命〉は、 65.. 7訟である。東南アジア箆村部で一般Eこ期待される

平均寿命よりもかなり高いというべきであろう。前半の 15年間の曲線tt-.5議までは

第 16水準によくフィットするが 10歳ではむしろ第 15水準に近くなる。これは、こ

の期間内に死亡率の変化があったためか、おるいはずで祝日年の過去であっても乳幼児

死亡の見過ごしがあったためと考えられる。いずれにせよ、乙の集団に関しては、過去

30年聞に少なくとも 10語以上の平均寿命の改善があったととにな石。

また、図2の3つの曲緩の勾配は、 1960年代の終わり頃の 10年間以持では極めて緩や

かである。乳幼児の生存率は、少なくとも送去 30年以よ官官から向ょしてきたが、 1970

年代になってからはそれ以上の向上な見らねない。

先に示した図2あるいは表3からも慣われるように、過去 s.o年間の生存率の向上は、
l議未満の死亡の減少によるよりは、むしろ、ぞれ以上申年鈴の児童の生存率の改善が
有効であったと思われる。表。ーに河口期慌の年齢階級到の死亡数の実数と死亡率を示し

た。この表ではよ特定の年記年齢を関わず多数が死亡した事実は見られない。

以上のような生存率あるいは死亡率の傾向弘、ひとり対象集団についてのみではなくド

ンデーン材全体についても結論できるであろう。

4.’出産事

出産に関する分析にほ、 235人の母認デーヲを用いた。このヂ』夕立基づ〈出産率位、

すべて結婚状態にある女性による出産率である。結婚した年、捷路、死別した年は、そ
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れぞれ 0.5年として結婚継続期間に算入した．結婚期間中でも麗傷者と同居していなか

った期間がある場合があるが、それらは禁授した。逆に、婚姻外出産の可能性誌、この

村の場合、たとえあったとしても無視しうる程度である。表5tz.母親データの概要を示
す0 235人の肉、 1911年記 17詣で結婚した者がもっとも早い。 15歳未満で結婚した者

および 49議を超えて出産した者はいない。表5の前半部分でほ絶対数が少な〈、出産

率を算出する意味がない。子供データの信頼性を検討した結果、過去 30年以上を趨つ

ては信頼できないと結論した。母親データも、子供データと同ーの母親調査区依拠する

以上、 30年を限度とする。

表Sに、 1953年から 1982年までの 30年間の年齢別出産率を示した。例によって、サ

ンプル数が少ないため不規則な結果となってい壱が、 17歳から 26患にかけて最も高い

率が持続されていると言えよう。 30年間を遥じた Tr1F値..（totali;arital fertility ra 

te の略。分析対象期間中に出産率に変化がなかったとしたとき期待される既婚者の平

均1人当生涯婚姻内出産回数〉は、 7.382であった。しかし、実擦にはこの 30年間に
出産率の変化があったと思われるねで、単年毎の T科F値を算出し、国4に示した。図の

左飽ではランダム変動効果と思われる乱高下がとくに大きいが、少なくとも乙こ 4・5年

の！習に出産率の急速かっ顕著な低下があったことが明らかであ石。

表7に 10年毎の年齢階級別婚姻内出産率を示す。最近の 10年間のみがおよそ5と低

い外は、 9を超える。この出産率の低下は、すべての年齢層にわたる均等な出産率の低

下によ忍ものではない。若い母親の出産率の低下よりも高年齢の母親のそれの低下がよ

り顕著である。

以上に見たように、出産率は 1970年代までは高〈維持されてきたが、それ以降急速に

低下しつつあり、今日なおその傾向は継続していると思われる。出産率の急速な低下開

始の時期と、ドンデーン村における避妊手段の普及開始時期と泣ほほ一致する。また、

若い妻遣は、数人の子供を生むまでは避妊手段を使用しないおが普通である。避妊手段

の使用記ついては改めて論じることとするが、ここでは上述の出産率の低下傾向と避妊

手段の使用状況とが極めて良く一致することを述べるにとどめる＠なお、全女性の延生

理的妊娠可能期間に対する延婚姻期簡を決定す~初婚年齢や金女性数に対する結婚女性
教の割合に関しでは、対象期間中に顕著な差異が認められない。したがって、、有配偶

女子出産率の傾向から村人口全体の出生率のそれを推定しても大きな間違いはないと考

え忍。

5.人口移動

上述した遜り、出産率の低下が始まる1970年代までは死亡率のみが低下したのであるか

ら、もし移出がなかったなるばそれ以誌の時期に急速な人口増加に見舞われたはずであ

石。しかし、最初に述べたよう位、水野謁査時と今回欝葺．との関の 11年間位、わずか
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810人から 900人へと村人口は増加したにとどま号。したがって、移出入口が棺当数立

のぼ壱ことが予想される。 「子供データJあるいは F家族史調査』の結果を用いた人口

の移出入の分析は、自下進行中である．こ乙では1981年の全戸調査結果を用いて、当時

在村していた世帯主の生存中の子供の肉、離村した者の現居住地と就業状況 [Fukuitl 
i」1983.Tab I es v・50to V-55］を紹介し、移出の傾向について予備的考察を行なう。

世帯主 176人は、生存している子鉄 641人をもっ。その内の 190人、 30パーセントが

離村している。その性、年齢、既婚未婚別の構成老衰8に示す。全離村者中の男女の比

は、およそ 100:10で男が多い。既婚者は、男性74人、女性 52人計 128人で、男女合

わせた既婚／未婚比はおよそ 100:50で既婚者が多い。 15議以下の離村は少なく、 15・3

4議がもっとも多く、 35歳以上になると年齢が高くな忍ほど減少する。この傾向は、

女性においてとくに著しい。男性では 20歳未満、女性では 15議未満に既婚龍村者は

ない。男女共 25訟を怒える未婚者は少ない。

表8に示t，；た謹村者数は、いかなる期間をとっても、その期間中の全離村者数を意味す
るものでないことは自明である。比較的近年の離村者であっても、 1981年時点でその

両親を世帯主として村に残していない離持者としては次のようなケースが考えられる。

まず、年配の世帯主がその家族と共に離村した場合である。穏作農村であるドシデーン

村でもとのようなケースが無視できないほど多いのは、後述するように、家族をあげて

開拓地に向かう形での離村が存在するためである。また、結婚した子供夫婦に連れられ

て離村した者〈残った世帯主の孫達〉の多くも、この表には含まれていない。したがっ

て、 15議未満の離村者および 35議以上の龍村者数は、比較的近年に限っても、ともに

表8の数字より実際には大きいはずである。

表9に、離村者 190人の現居住地と聴業を性、既婚未婚者別に示す。先述した通り男性

が女性より多く、その比は既婚者についても未婚者についても変わらない。しかし、既

婚来婚の別と性別と記よって移住先、聴種ともにまったく異なった様相を呈する。

まず未婚者についてみてみよう。未婚者で郡内の農村地帯に住む者ほ、男女を間わず非

憶に少数である。県外に居住ずる男性の内の6人は、未成年あるいは学生で泌る。所得

のある来場男性め大多数は給与所得者あ忍いは聴人などとなり、主として県外、一部県

内の都市部に居住する。一方、女性にあっては、学生、未成年を除〈とコンケン市への

集中度は非常に高〈、彼女らは主として工場で働くか、女中となっている。

既婚者にあっては、区内、郡内の近隣村に居住する者が男女ともに多〈、大部分ーが農業

記従事してい ~o しかし、コンケン市を除く郡内他区では男性の半数近〈が非農業者で
ある。彼らの多くは、区内のタープラの町周辺に住む。タープラは郡庁所在地ではない

が、コシケンーバンコクをつなぐ幹線道路と鉄道に沿っており、コンケン市から 10キ

a:・メートルしか離れていない。コンケン市の延長として工場や政府機関の進出がみられ
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る町である。彼らを陰いた郡内居住農業従事既婚者に限ってみれば、ほほ男女同数であ

るといってよい。このような近隣村で農業記従事す忍既婚男女の大部分は、結婚を契機

とする離村者と考えられる。もしそうだとすれば、この地方での原則である結婚後の妻

方居住制は、少なくともドンデーン村からの婚出者で農業に従事する者に隈つてはあて

はまらないことになる。非農就業者中に婚出者がいないわけではないが、ドンデーン村

からの婚出にあっては、妻方居住の原則が崩れつつある可能性が大きい。比較のためド

ンデーン村への婚入者の出身地をみ忍と［印刷idー叫..！.1983. Table v・7）、 1981年
に夫婦ともに在村していた148組の世帯主夫錫について、夫の半数以上が村外からの婚

入であ忍のに対して、村外で生まれた妻は 15パーセントに過ぎない。婚入者について

は、妻方居住の原則はほぼ貰かれているといえよう。

既婚者の移住先として郡内農村部広次いで重要なところは、男女を問わず県外であ否。

表 10に既婚未婚者を合わせた県外移住者の県別分布を示した。県外に移住した既婚者

の半数以上は、農業に従事しているe その致は、男性 16入、女性14人であ否。開拓余

地の大きい県とされたものは、東北部と中央平野との境界をなす地方の諸県であ号。こ

れらの諸県への移住者数は、男性19人、女性 12人でま去る。したがって、県外移住者で

農業に従事する者のほとんどは、開搭地に向かったものと考えられる。このことは、ド

ンデーン村からの開拓移民が依然として経続中古あることを示している。タイラーオ社

会では、こむような開拓移住の乙とを「ハーナーデイ－・・・（良い田を求める〉」と呼ぶ。

県内他郡へ移住した既婚者のほとんども、農業区従事している。この内の幾分かは県内

北部、西部の開拓地に向かい、その他は婚出による離村と思われる。

既婚女性で非農就業している者の数は、非常に少ない。結婚あるいは開拓移民を契機と

して離村し農業に従事している以外の離村既婚女性のほとんどは、主婦として県外の都

市あるいはコンケン市に居住してい石と思われる。一方、既婚男性で農業以外の職業に

従事してい忍者は、上述のタープラ町、コンケン市、県内他都、県外に分散して居住し

てい否。そして県外居住者の約半数は、首都留に、残りは東北部内他県の地方都市に住

んでいると思われる。

6.結語

信頼でき~データが 30 年しかない記もかかわらず、ドンデーン村ではまず死亡率の低
下が先行し、出産率の低下がそれに遅れてみられることがデータによって示された．ま

た、死亡率の低下は 1960年代の終わりをもって砥ぽ終怠し、一方、出産率は現在なお

低下を続けていることも示された。乙れだ診をみれば、いわゆ昌人口転換（de闘ographi

c tran'.' sition）と呼ぽれ事現象が典型的にドンデーン村でみられることになる。しか

し、通常人口転換といわれるものは、もっと長い期間にわたるとされる。また、 30年

を超える村の人口動態についτははっきりしたことは何もいえないのである。倒えば、
死亡率の低下は、 30年を超えるずっと以前から始まっていた可能性が大きい。ヂーターに
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よって示されたドンヂーン村の死亡、出産率の傾向は、より長い期間にわたる人口転換

のある局面を捉えたものと考えるべきである。

出産率の低下の時期と死亡率のそれとがずれている以上、この聞に急速な人口増加があ

ったはずである。しかし、実際立は過去 17年間に年率 0.35パーセントでしか村の人

口は増加しなかった。これをH170年代以降の出産事の低下のみで説明することはできな

い．かなりの数の蔵村者があったはずである。

離村者に関する予備的考察tこよれば、ドンデーン村からの離村には次のような特徴が認
められる。第1は、開拓地への移住による離村である。既婚離村者の約 30パーセント

がこれに該当する。東北タイにおける伝統的な人口圧への対応の仕方が、ドンデーン村

において今日でも行なわれてい忍乙とを示してい否。第2泣、近隣持問にみられる婚出

婚入による人口移動である。乙の影による移動は、村の諸条件が同じであれば相殺し合

うはずであ忍。分析不十分のためこの点に関してほ断定的なことはいえないが、注目す

べき傾向は、ドンデー・ン村への婚入に隠しては妻方居・住の原践が認められるのに対し、

婚出にあっては男女比がほぼ1で、この原真ljj;！あてはまりそうにないことである。第3

は、非農就業男性の居住地である。彼らは近在の町から首都留までに分散している。首

都圏あるいは発展のめざましいコンケシ市民辺に必ずしも限定されていない。一般地方

都市の重要性を示唆してい吾と思やれるむ第4誌、女性移住の多さである。婚出女性が

多いことは上述した。開拓地移住者にあっても女性の比率は高い。非農就業女性は、コ

ンケシ市で就業する独身女性にほぼ隈ちれ苓：b宮、それ以外立主婦として各地に分散して

いる。出生率を決定するのが女性人口であることを考慮するとき、このような女性の移

出が村人口の抑制にかなり貢献していると考えられる。

ffl 辞

ドンデーン村研究グループには、人口学を知答者はいないや人口とく広死亡、出生に関

しては、データの収集法、解析法などすべて京都大学東南アジア研究センターの坪内良

博教授の御教示を仰いだ。ここに深く感謝の意を表したい。

, 

参考文献

Coale, A. J.; and Deaeny, p. 1966. E豆gjゑ豆急J_t'i0dcI Life Tah l es and Stab: e Poi:iu l 
盆主担fu.Princeton, New jersey: Princeton University Pre鈴・

~u ku i , H • ; Kai da，γ. ; and V.uch i ba, M., eds. 1983. An Inter i隠 Reoort/AR 民主主
owini Villa~e E旦凶主主昼;_A]]lnte又ratedSte.』dvof Rural h盟並Eこ監ni.JJL
Northeast 1・hailand. Kyoto: The Center for Southeast Asian Studies，民:,ioto
University. 

Howei l, Nancy. 1979. D泊。叉raohvof the Dolle fl(unS?:. New Vork: Acadeuic Press 

-34 -



殺
γ
4
2
4
午
毛
ハ
す
AV

ハ
叫
ι

V--3-- イ実 f斗~の
、
叶
ブ

t~Y11 〆，..

2 
3 
3 
7 
8 
9 
12 
12 
13 
19 
23 
29 
33 
41 
46 
52 
57 
60 
66 
73 
80 
91 
99 
114 
135 
146 
!68 
177 
199 
210 
232 
251 
266 
285 
312 
330 
350 
377 
390 
420 
436 
473 
497 
518 
539 
559 
581 
599 
616 
638 
657 
672 
691 
710 
719 
734 
751 

1
0
0
1
1
0
4
1
2
3
1
2
6
7
6
5
8
5
8
7
4
7
7
8
2
2
5
1
4
3
3
3
7
6
4
8
5
9
4
2
2
8
1
2
9
6
5
4
2
6
1
8
3
0
8
2
9
3
7
7
 

E
l
i
－

2
1
2
1
2
1
2
2
1
2
2
2
2
3
1
3
2
3
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
1
 

。。
o
o
o
o
o
l
o－
－

0
3
0
1
0
0
2
2
1
1
0
1
1
4
0
0
3
1
4
1
6
4
5
3
6
2
6
2
5
5
1
6
2
2
4
3
2
4
3
1
L
1
3
3
0
4
2
0
4

!923 
1924 
1925 
1926 
1927 
1928 
1929 
1930 
1931 
!932 
1933 
!934 
1935 
1936 
i937 
1938 
!939 
!940 
!941 
! 942 
1943 
1944 
1945 
1946 
1947 
1948 
1949 
1950 
1951 
1952 
1953 
1954 
1955 
1956 
1957 
!958 
1959 
1960 
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
!969 
1970 
1971 
!972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
!978 
1979 
1980 
1981 
1982 

酉 865 118 



タVj,(h炉問（19l;!ttq*r~,, 
er ，.砂利’j 也九千九釘号 J努し
Z英匂ぷ γeんムi・：1！）五三一

ti.ヰィミ関災1，五

コ
プ

Z
 

J
d
 

ん

0
5
3
7
7
0
2
4
5
0
2
2
0
6
0
0
0
2
7
0
3
0
0
0
0
0
6
4
0
0
9
0
5
0
0
0
0
0
C
0
0
0
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
日

O
G
o
o

－

5

8

9

2

1

6

7

4

4

5

1

6

7

5

3

7

3

6

2

9

．

一

つh
n
u
R
u
n
U
同

b
n
u
う－

R
u

’a
，
‘
勺
リ

t
a

－－

A
守

司

4

q

4

A

噌

バ

晴

氏

u

ヲ

’

一

．．
 
，
 
．． 

au
’－a
’a

・1

0
0
8
2
5
8
9
7
3
8
8
6
4
4
8
8
8
8
6
9
9
6
6
6
6
6
6
1
6
6
6
7
7
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

0
5
6
7
4
2
6
9
5
0
5
4
8
8
0
0
0
0
5
1
1
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

0
7
6
0
4
9
8
5
7
6
4
1
9
9
8
8
8
8
3
1
1
8
8
8
8
8
8
4
9
9
9
3
3
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
 

．．．． 
，
 
．．．．．．．．．．．． 
，．， 
．．
 

，
 
．．．．．．．．．．．．．． 
，，， 
．．．．．．．．．．．．．． 
，
 
．．．． 
，．
 

0
3
2
1
0
9
8
8
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
 

n
u
n司
内
耳
内
司

h
3
0
0
A
6
0
0
0
0
n
6
0
0
0
0
n
o
o
O

向。。。の
O

向。。。。
0
0
6
0
6
0
0
0
D
n
o
o
。。
o
n
o
n
目。
o
m
o
n
O
0
0
0
0
0
0
0
0

合目。。。。の白
n
E
6
0
0
0
0
0
0
口o
o
o
o
n
D
o
o
o
O
A
目。。
0
0
0
0
6
0
n
o
o
o
n
口の
D
0
0

l
 

.063 

.012 

.017 

.007 

.006 

.012 

.003 

.010 

.002 

.002 

.004 

.002 

.000 

.002 

. 000. 

.000 

.000 

.005 

.003 

.000 

.003 

.000 

.000 

.000 

.000 

.000 

.005 

.005 

.000 
• o・oo 
.007 
.000 
.009 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 
.000 ．。。。

3
9
3
5
4
8
2
6
1
1
2
1
0
l
o
o
n
U
2
1
0
1
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
D
O
O

R

u

t

－‘
 

848 
778 
756 
726 
700 
679 
654 
630 
606 
585 
560 
537 
515 
494 
468 
431 
412 
384 
.365 
336 
316 
298 
276 
253 
238 
214 
197 
184 
164 
154 
135 
122 
106 
91 
80 
72 
66 
59 
53 
49 
43 
37 
33 
28 
25 
20 
14 
11 
9 
8 
7 
6 
5 
2 
2 

0 
0 
0 
0 

7
7
3
7
1
7
7
2
8
0
4
1
1
1
5
7
9
8
7
8
0
7
2
3
5
4
7
2
9
0
9
2
6
4
1
・8
6
7
6
4
6
6
4
5
3
5
6
3
2
I
l
l
i
q
u
o
－

－

o
o
o

i
l
l
－

2
1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
3
1
2
1
2
2
1
2
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

5
5
9
3
1
6
1
2
4
5
4
8
6
5
3
8
1
2
2
4
6
5
8
6
3
8
4
6
3
4
4
4
2
5
1
0
2
6
9
3
9
3
7
3
8
5
0
4
1
9
8
7
6
5
2
2
1
0
0
0
 

6
9
6
4
2
9
7
5
2
0
8
5
3
1
9
6
3
1
8
6
3
1
・9
7
5
3
1
9
8
6
5
3
2
0
9
8
7
6
5
5
4
4
3
3
2
2
2
1
1

8
7
7
7
7
6
6
6
6
6
5
5
5
5
4
4
4
4
3
3
3
3
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
 

P－－一一.r-,£ 



’孔杯に ι 長r.1毛＼ 0-r_ 
ρfχ 

てすTベむンMεt川 －w1 

。 363 39 324 26 .080 100,000 8,025 
320 20 300 4 .013 91.975 I ,226 

2 310 29 281 8 .028 90,749 2.584 
3 291 ！？ 274 う~ .007 ~88.165 644 
4 286 28 258 .004 87.522 339 
5 269 20 249 5 .02・87,183 I, 751 
6 254 21 233 2 .009 85.432 733 
7 237 23 214 2 .009 84,699 792 
8 219 23 196 。 .000 83.907 。
9 203 15 188 .005 83,907 446 
10 191 24 167 ’〉 .012 83,461 I .000 

つめる

〔B): 割問 斤68をヲJ$12.年
。 :311 17 294 14 .048 100.000 4,762 
317 17 300 つ句 .007 95.238 635 

2 318 13 305 .003 94.603 310 
3 333 17 316 .003 94.293 2。8
4 332 21 311 2 .006 93.995 604 
5 337 17 320 .003 93,390 292 
6 339 17 322 。 .000 93.098 。
7 343 う』う』 321 つ .006 93.098 580 
8 342 18 324 .003 92.518 286 
9 34月 20 326 。 .000 92.233 。
10 341 24 317 。 .000 92.233 。

' ' 

-]7 -



与をjig.:i'}ll(, Iい午冷 it=r－入にふι

ミプ~一

色
£悦制収何

名所芳（

似 ~'t尚氏先サ

0
3
l
G
o
n
d
i
0
0
3
2
0
2
0
0
1
0
0
2
0
1
0
0
0
1
0
0
1
0
 

．

パ

マ

一

一

，

レ

咽

0
4
4
3
0
8
1
9
3
7
8
7
7
5
3
9
8
3
0
0
0
0
4
2
7
0
1
h
o
o
－

5
w
8
4
9
1
1
4
0
4
4
9
5
6
9
5
3
2
4
8
4
6
5
1

一

』

1

2

1

1

1

7
7
子

一、

U

以
叫
／
F
4
1

3
3
6
4
4
7
5
8
4
2
1
8
0
1
8
6
4
4
2
5
1
8
3
9
8
2
8
3
7

一
J

ヘ
f

2
2
3
1
3
2
3
2
2
2
2
2
2
1
2
1
1
2
1
1
1
A
一一
O

一

0

1
1
3
5
0
2
1
3
1
1
3
1
2
2
2
1
3
1
0
2
0
0
1
3
1
0
2
0
0

一

3
4
5
6
7
8
9
0
1・
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
ι
2
3
4
5
6
7
8
Q
d
o
l
－

5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8山

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

一

九
先c,1ええ特有五え

。

nuQununuRU円
o
n
u円
。

1AnunununununU円
onunununununundnununUAununu

1

2

1

4

1

2

1

1

1

 

auqunURunu
つ
d日
U民
dqu
白

UFhd
日

uqdquau
日

U
ハU白
unuqUFDqunuRM司
J

つ
uaunuqu

4
5
6
5
8
6
9
6
9
8
8
8
0
1
8
2
0
1
0
6
0
2
0
4
2
0
9
0
0
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

nU1AnunU勺
ι1enu勺
リ

1AnununU勺
ιnunu
つ』

nunu
－－

nununununununU12nunu

nunuAH・
nunu勺
U
ワ’ハ
unuQdqdnunbnu
nU
Q
d
n
u
n、
司

inu
’AnununUAManunumbnu

5

1

3

1

3

2

・
つ

h

i

l

l

－－

2
0
0
0
4
0
0
4
0
6
8
6
6
8
6
8
6
4
0
4
0
4
0
2
4
0
8
8
0
 

7
6
7
7
6
9
6
8
0
7
8
0
7
9
9
0
0
8
2
9
9
8
8
9
7
7
8
6
6
 

1

1

1

1

1

 

ー

ω句
f

，－－－ 

ん℃午



4
q
 

／

I
J
f
l
f
 

イ
ノ

J
f
f
／

l
i
l
i
l
l
i
t－
－

2

2

2

3

7

8

8

山
は
日
目
げ
日
げ
日
目

L正
午

刊

誌

零

れ

ま

也

邸

回

目

哩

臼

盤

以

宮

「、

I
メ

一
＝
災
一

一f

＝
主
一

L

ニル一

州
一
間
一
仁

ニ

一
ι

2

o

s

i

l

l

i

－
－

o
o
－

－

1
1
2
4
5
6
6
Y
6
5
6
7
8
9
9
8
7
7
4
5
7
9
9
日
目
印
泊
羽
ね
凶
日
け
日
は
叫
同
幻
泊
目
同
日
刊
日
目
幻
自
幻
自
白
羽
目
釘

川
二
｛
丞
一

／
ケ
＝
「
吃
二
0
8
0
0
0
0
8
0
0
0
8
j
o
l
l
i
－

－

2
3
1
2
6
7
6
5
8
S
8
7
4
7
7
8
2
2
5
1
4
3
3
3
7
6
4
8
5
9
4
2
2
8
1
2
9
6
5
4
2
5
1
8
3

一

P一一
T
A

一

／
釘
i

斗日，
ふ切
u

h

ヘ
ベ
／
－；
 

〆
九
A
仁
、0
8
0
6
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
0
8
0
0
0
8
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
3
5
4
5
6
7
9
9
1
3
6
5
5
6
8
8
7
8
9
2
5
0
4
6
8
9
3
7
6
2
5
2
6
9

2

J

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

5

5

5

 

E
－
 

，
d

、、
l

－
J
句
2
0
8
0
6
8
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
4
5
5
6
7
8
7
9
0
3
1
2
2
3
3
2
4
3
3
3
1
6
9
2
6
0
2
・1
8
8
8
0
9
5
3
2
0
7
8
1
1
8
1

A－
t

a

・

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

4

4

4

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

4

4

3

4

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
5
7
8
9
0
1
2
3
4
5
5
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
8
7
8
8
0
1
2
3
4
5
 

0
1
I
I
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
 

9
2
9
9
2
9
9
9
2
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

．．
． 
，‘・
t
－a
－E・g
・－－
a
－EB
・E
・E・－－‘・・
A

・B・－E
a
－－・‘・
1
・s
・a
・－
t
・・1
・E
・E
・－

．．．
 
‘・
a
－－－
ga
－E
・E・－t
－a
’・・・
t
－s
・a
・－‘・
E
・E
－a
－B
・S
・S
・－－－
E
－t
t
－－E
・E
・g
・－－－
Iat
－－－
1
・1
・2
込－
s
・a・－
t
1
・・1zE
・E
－a」
l

132 
137 
d心
140 
138 
135 
137 

7
5
2
3
5
2
5
 

5
5
5
5
5
5
5
 

6
3
2
4
6
2
0
 

え
司

4
喝

e
3
ζ
J
R
d
e

。ρU
・

9
4
5
3
7
1
2
 

9
M
勺
u
q
d
勺
J
W

つ－つゐ今ら

0
8
2
9
3
7
7
 

2
1
2
1
1
i
i
 

1976 
1977 
1978 
1979 
l980 
1981 
1982 

ヂ十広 一一ー

イト



γヘ 段／．．6ρ V~t息子二弘1:Jt .，.く州問什II-＇／－，惚~ifj it＼丘子

ef" ＇~かJ ｛間同〆号答弁） 、
今.， g；企久 必似的叉、 Jも，（~t;}:f：彦千 J

ーーー－－－－－ ー’『守恒－
15 。 l.O .000 
16 . l 7.5 .133 
17 15 :?.2.0 .682 
18 1.2 39.5 .304 
19 ヲ’〉 52.0 .423 
20 ぅ＿・）” 72.5 .303 
21 33 91.5 .361 ・3・、 38 :os.s .347 
23 40 :22.0 .328 
24 45 ー127.5 .353 
25 48 l3S.5 .352 
26 46 135.5 .339 
27 34 131.5 .259 
28 35 I ::5. 5 .279 
29 35 124.0 .282 
30 31 119. 5 .259 
31 2£1 113.0 .248 
32 20 J. l O .0 . 182 
33 19 [03.0 .184 
34 21 100.5 .209 
35 25 ヨ4.0 .266 
36 14 89.0 .157 
37 19 88.0 . 216 
38 !2 84.0 . 143 
39 I l 83.0 . 133 
40 12 82.5 . 145 
41 8 80.0 . 100 
42 !O 81. 0 . 12:3 
43 6 77 .5 .077 
44 3 72.0 .042 
45 3 65.5 .046 
46 60.0 . 017 
47 57.5 .017 
48 3 56.0 .054 
49 53.0 .019 

r 674 2967.0 7 .382 (-=-T門F)

~ 

ーノイ内申



ok1 ・1小、ニ 宅γ・にえな守て寸ν~＼＂＼ 

忠九三ft}if!r司令又巴hti

27.5 
143.5 
194.0 
146.0 
71. 0 
65.5 
45.0 

2
1
2
7
5
2
2
 

1
・5
7
4
2
1
A

r- 奇l'rf~久

; l9S--}J＆ユ与
」寸s¥19 ',~ 
25-29 

.370 

.443 

.365 

.247 

.260 

. 106 

.078 

I~. 265 958.5 9.025(-Tt1F) 
一

’ -1Liる~」－ーーー一一ー一一ーーーーーー一一『一向ーーー’ー－＝＝二孟ーーー一一1s-19・;:r 21 48.5 .433 
20-24 ぢ9 226. 0 . 261 
25-29 62 283.5 .219 
3.0-34 26 214.0 .!21 
35-39 .6 I 75. 0 . 034 
40-44 12 186.5 .064 
45-49 2 182.5 .Dll 

1:316.0 4.988( ::-T"1f) 

7
8
4
6
0
5
5
 

1
6
6
4
5
1
 

692.5 

46.G 
153.5 
175.5 
186.0 
192.0 
141. 0 
64.5 

221 
a ，炉開喧1
¥ f相、

,J I LJb~叱 l. jl 

汁々長：

あ
げ
る

188 

戸
対

-41 -



一／9"

GP一
・?-
2ザ｛1:・ 年齢階級
o.¥C.一ーコお
o: 4 
5・ 9

10“14 

’15-19 

20-211 

25・29

30・34

35・39

40・44

45・49

50-54 

男〈内未婚者〉

l ( l) 

I ( 1) 

2( 2) 

13(13) 

29(17) 

14( 3) 

l8( 0) 

17( 0) 

10( 0) 

4{ 0) 

2( 0) 

女〈内未婚者〉

0( 0) 

0( 0) 

3( 3) 

17(12) 

15( 8) 

13( 2) 

16 ( 1) 

4( 0) 

5( I) 

5( 0) 

1( 0) 

I ( l) 

1 ( l) 

5( 5) 

30(25) 

44(25) 

27( 5) 

34( l) 

21( 0) 

15( 1) 

9( 0) 

3( 0) 

i，れぞo.ド、F 111(37）川27）一ζ1似 64)

’（ 1981年全戸調峯〔印刷i叫 .,_[Jl98 3--: Tab I年九品符3）によるA>

・・・・・ :J; 会？一

-42『 、、



’’h 
L
H
H
V
 、
E
J

P
む ’’tM ，，、、，，， nヨデ句 、‘，，

－
T

’
hv
 

．，
u
 

，，、
、

ー

ー

l
 
uo
 
n
U
 

ロ
(\:/~ ::r :, [ .1r3.,0 .11川E々向！叫山凶時l!l6l ) 

f安！

(S )&U(7,7,)8C: (I )It/(& )t?; r., I 4同町
｜ ・升・ω同事

8 I (E:)Ot(ti)t 
(! )0 /(0 )0 

Oi I (Si )0 /(S )0 ti (0 )?:1/(0 )0 

(! )0 /(0 )0 

8 (0 )7, /(0 )0 

ψ (0 )0 /(7, )?; 
l (0 )! /(f: )& 

(0 )0 /(I )E: 

日(0 )I /(7, )g 

8 (1 )0 /(t, )& 

(' ヨ(0 )0 /('{, )& 

l'l, (8 )0 /(6 )01 

日( I )I /(0 H 
v (0 )0 /(0 )t, 
‘＇LJ. ( t )S£/(S )9}; 

↓Hi-
官

，， ． 一一
'-

(9 )£ /(S )6 (t,!)S /(S )v 

(0 )0 /(0 )I (I )0 /(fl )0 

(I )0 /(7, )0 

(0 )l /(0 )0 

(7, )I /(0 )0 

(0 )0 /(I )! 

(0 )0 /(<, )0 

(0 )I /(e, )& 

(I )0 /(<. )I 

(O )0 /(7, )v 

(0 )0 /(1, )l 

(0 )0 /(0 )I 

(0 )0 /(0 )I 

(0 )~I/(£ HI 

( I )0 /(0 )0 

([7)0/(1)0 

(0 )0 /(i )0 

(0 )0 /(1: )G 

(I )0 /(I )0・

(0 )0 /(0 )I 

(0 )£ /(0 )9 

(7, )O /(0 )0 

(0 )0 /(7, )0 

<o )u 1<0 )o 

(1)0/(0)0 

(u )o 1(0 )o 

(0 )0 /(0 )1 

(0 )t /(I )I 

(0)0/(1)1 

(0 )0 /(0 )! 

(L )0 /(t )0 

(0 )! /(0) 0 

(0 )I /(0) 0 

(0 )0 /(0 )7, 

(0 )0 /(0 )7, 

(0 )0 /(0 )7, 

(0 )0 /(0 )7, 

(0 )0 /(C: )£ 

(I )t /(0 )£ 

(0 )0 !(O )<. 

(0 )8 /(! )t, 

(O )O /(I )0 

(1 )01/(1 )C:l 

猪

苗

宗

主

同
制
約
事
例

殺事奇

申':i.1-

!ii~潟市I

YWI 

!W:i己
主主羽if

皐a白~絞
~§fl！在

籍ffJ>$t1l主

留軍司書滞

言n露司~.

5昔話宿命

i.f首1!11.tiitl M首1M山付何回，Jui＞羽lyJ ElぺV付
ー--rろw.1てんだE「ー一

議1幼弓市1羽!i!JU.tro~をなぺ件JI盟il.16-:t:CO中華ま苓G?:l:*-n g’~\ 

οi J"ゐ

·~.Ii州

市ril星I

・・；roふ》J,j,
〆

lm寸
l



／守’

／／ρj 
（き必ノ世帯主の生存中の子供で県舛へ移住した者の分布

：｝十初｛仰
合計女Eヨ

フ3移住地方

A_人

11 

9 

10 

は一

1

2

6

3

日一

0

9

3

7

開拓余1仰の〉

包ゑ旦2
ベチ＠プン
JI，ーイ

ウドンタニ

チ＠イヤプム

22 

9 

3 

5 

8

一4
0

1

0

1

0

2

⑫ 

イ＼

6

1

0

小

日一一口

2

ホ

，
f
l＼
＼
 

差益盟
1，ンコク
サムートプラカン

ナコンパトム

3

一
l

一

2 ぞの f!jlの県

。間外（イラク〉

〆tケ・41；＇（）.に．78 28 50 d色、吾』，
i:t 11 I 

によるバ＼〉

、来i
(1981年金戸調査［ Fuku i 主主~口1983! Table yY55] 

-4斗ー



敬／
)ffぺf号、ろまー
,f. I 
ssr-a9 1 
80-84-1 
75"'791 
70-74 4 
65-691 

60-64オ

55-59 1 
50-54-"1 

45-4-9十

40-44-4 
35-39, 

30-34 1 
25-29 i 
20-24 l 
15-191 

10-H－オ

5-9: 

0- 4-1 

w 
/J 
n= 4-24-

s 
＝二！

つC

主ゆ ゴ貝（主人ロ内 i性白与 構伐
釣｝

』 4S-ー

ーを一

n= 4-76 

?r-人

（げユ与本堤存）



)l Aげ久ω
。 i 「 ~｝；

____ ,.,./ －，.～巨：／～～，：山 ＼ノ 〆／／＇＂－＼ヘ Jγ＼一欠／二；；：ブへ::-, 討

V¥, ,j ：：；：、－：：．：；

伊

ベ「，＇－／ ρ

一一ιー一一ー一一一一一一一－ー』

受
な？湾、

Io .ii到 Pt/

'vJ-1 t ・t:.. 炉て芝ついど・ I tJ主！間的 斗 dト主
土勺ラてそ

市 4る山

ぉ
＼ 

♂;r (i在d）笈イし

4 

‘ 

向き＼草日 守？

ミ



ぽ
3

－

い

一

3
3

河川川一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

」

々

一

屯

533
い
い
一
一
一
長

3
5
一

k
t
H
A
K－
－
コ
一
川
一
一
一
．
一
一
パ
リ
リ
ペ
ペ
1
3
1
J

一

一

一

／

一

＼

一

士
忠
叫

V

F

W

3

2

P

1
い

い

い

い

い

r

ベ

＼

ぺ

一

ト
S
W
H
O
m
v
p
T

、∞－

U
4コ
町
J

J

・－

－

．

．

．

．

．

．

／

－
f
・ぃJ
－

－

－

J

’

一

－

J
1
一V

－1－1L
I
r

－－purJ
一

義
弘
之
＼
ぷ
ヰ
ピ
ヌ
＼

一一一一一丸山一
Y

一一
一

W
4
h
u
z
y
 

(; 

旬
、、ーー

s
（抱一一川

M

』

U

J
ミバ

vkt
怠

4
1
ψ
γ

判

4 

d六

九九もい叫一
V
く
4
4

一

。
C司

N

．
4
「，

u

ベιb 
羽、

0,, 
~ 
c句

Q<, 

b司

屯
号、

-47-

3
？
な
F
A

ベ－
h
喝

u
ず
〈
一
ぺ

Y
．
4

・

2
J

ノ三〈
Q
＼
司

旬
、
也
市
道
三

〈

F
J
W
6
・J
R
A’
A

Ntd 
キ争）

A
U
h
M
＼
 

J
W

す
何
、ど
i
l
r
J
W

4
3
U
 

）

u
s
q
 

b
q
q
d
x

ぐ



川
一
／

A
i
s

！コ＿KJさy
・－~＼l 

会
》

r

A

M

r

u

f

ω

「5
 

0

J

0

1

0

J

G

r

n

I

 

，，
f

J

’

I
’

，

f

／’ 

i
l
i－－
｝

l
s
i
l
l
i－
－

1

1

1

1

1

1

ー
も

I
1
1
1
1』1
1
1
4
1・・1
1
1
1
1
1
t
t
I
l
l
i－－』
t

・
e

s
S
4
1
1
1
1

＼
 

N
1
 

M
「渉

ー・・

－ 

J 

－・’－〆－
♂ ---・ ~ ーー、 a、ーー．
ー．． 
一二二‘

一回一一一ー－一－ーー一一一ーー一一「ーー一一一ー一、，,・ . 
．－ 
ー・＇・
一・’F--－・ー------

’ 、

－ 

-' 

－ 
－一一一ーー一一ー．一

一一一ーー一 ー一一ーー一一－．ー--. ー、一・．ー．ー－． ・．ゐ
一一一一一一一一一一一－-= 

一一一一一一一一ー－←一一一一二＝＝‘ー一一一一一一一一一一一一一一-=-

－ 一一一一一一一一－一一一－---F・p・
．－ 一’---
.. 
・・-

• . 

－ 

ー・．ー．． 、
---・ 
・’.---・，．
ー．ー

・．ー．ー・．ー
ー’－--ニト
ーー「ー－

－ 
---

－ 
-・ , 

d，ー
句、

' 

－－ 

-－－ 一～ー”． －.戸ー～

可．． 、． 
‘ ． 

－ 

,. ． 
， 
-・・ 

U¥ 叫hc、(;a tr-

¥.L 
Zご 「一一「一一寸
トパー。

～4<i? 




